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1. はじめに 

 近年，脱炭素社会へ向けた取り組みが加速してい

る．中でも海藻藻場などの海洋生態系は多くの炭素

を貯留できることから注目を集めている．しかし，

従来の 2 次元的な算出手法[1]では，藻類の高さ方向

を加味しないため炭素貯留量を正確に測れない． 

 本研究では，体積による藻場の炭素貯留量の算出

を目指し，別途開発している観測機で撮影した画像

からオルソ画像と 3次元モデルの生成にあたり、良

好に再構成できる撮影条件を検討する． 

2. システム概要 

 システムの概要を図 1に示す．漁船に観測機を取

り付けて対象海域を航行することで，藻場の画像を

撮影する．撮影した画像を元に，写真測量ソフトウ

ェアを使用し，オルソ画像と 3次元モデルを再構成

する．得られたオルソ画像に対し藻類識別を行い，

識別結果と 3 次元モデルを突合することで，単位面

積当たりの炭素貯留量を算出する．復元したオルソ

画像，移動経路，炭素貯留量は webサイトで日付ご

とに閲覧できる．これにより藻場の時系列的な変化

を正確に把握できる． 

 
図 1 システム概要 

3. オルソ画像と 3 次元モデルの生成の概要 

 独自に開発した観測を用いて，三重県水産研究

所，鳥羽市水産研究所，三重大学附属水産実験所に

協力していただき，石鏡，大築海島と小浜漁港で撮

影を行った． GoPro12 により， 水深は 2.5m から

4.5mの位置，フレームレートは 60fpsで撮影した． 

まず，オルソ画像と 3 次元モデルを良好に生成で

きる撮影条件を検証するため，日時や撮影方法が異

なる動画から写真測量ソフトウェア Metashape[2]を

用いて生成できた割合を比較した． 

4. 結果と考察 

 2024年 9月中旬から 12月下旬に撮影した動画を

使用し検討した結果，フレームレートを船速に合わ

せて変化させることで生成できる割合が増加する

ことが明らかになった．これは，海底に近い画像は，

船速が同一でも，距離が近いため撮影される範囲の

重なり部分が少ないことから生成が難しくフレー

ムレートを上げる必要があり，逆に海底から遠い場

合はフレームレートを下げる必要があるからだと

分かった． 

 観測日ごとに再構成できた割合を表 1 に示す．全

観測日において，60%以上生成することができた．

生成ができなかった箇所についてもフレームレー

トを適切に変更することで 85%程度生成すること

ができるようになった． 

 ただし，濁りが強く特徴量が少ない画像や，ピン

ボケしている画像，漁船停止時に撮影された映像か

らは生成することができなかった． 

 

表 1 観測日ごとの生成割合 [%] 

観測日 09/05 12/02 12/09 12/10 12/11 12/12 

生成 

割合 
69.4 80.5 66.5 95.9 83.8 60.2 

 

 
図 2 漁船停止画像 

 
図 3 ピンボケ画像 

5. まとめと今後の課題 

 本研究では，オルソ画像と 3 次元モデルの良好に

生成できる条件を検討した．今後は，さらなる認識

精度向上に向けて検討と実験を行っていく． 
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